
Title 欧洲大戦の責任（一）
Sub Title
Author 林, 毅陸

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1917

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.11, No.1 (1917. 1) ,p.72- 101 
JaLC DOI 10.14991/001.19170107-0072
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19170107-

0072

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


第
十
.

一
卷

(

七
コ)

論

.說

,

$

a

.

0

0

0

.

歐

洲

.大

戰

•の

寶

任

(
>
)

M

林

皴

陸

I

1

千
九
西
十
四
年
六
月
ニ

十
八

：！：：
の
セ
ラ

H 

'ヴォ 

政
府
，に
送
り
し
同
年
七
月
ニ
十
三

n
r

の
最
後
通
牒
を 

を
見
る
に
至

b
し
が
、其
の
寶
任
果
し
て
何
..れ

0
國
に 

の
悲
劇
に
就
，て
は
無
責
任
な
る
を

#
ざ
る
ベ
き
も
、

全 

認
め
難
し
。
破
裂
の
動

機
と

な
れ
る

七
月
二
十
三
日

者
た
る

は
言
を
俟
た
す
と
雖
も
、斯

-る
大
戰
は
寧
ろ
填
の
避
け
ん
と
欲
し

^
る
所
な
り
。
要
す 

る
に
大
戰
破
裂

.の
責
任
は
主
と
し
て
獨
逸
に

*
す
る
も
の
、
如
し
。
本
論
は
即
ち
外
交
文
書 

の
提
供
す
る
的
確
な
る
材
料
を
基
礎
と
し
て
獨
逸
の
責
任
を
立
證
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
な

b

事
件
に
關
し
、燠
匈
國
政
府
ょ
り 

動
機
と
し
て
、兹
に
歐
洲
大
戦
の 

在
り
や

P

塞
爾
比
は
勿
論
セ
し
フ 

歐
に
亘
る
此
大
戦
の
責
任
潘
‘な
 

の
最
後

®
牒
に
關
し
、澳
が
第
一

寒
爾
比 

大
破
裂

H.

グ
ォ 

り
と
次

の
責
任

勿

4
1

戦
學
の

«|

づ
て
來
る
所
は
遠
く
且
深
し
？
之
を
歷
史
上
ょ

b

說
明
し
、叉
は
政
治
的
並
■に
 

經
濟
的
關
係
ょ

b

論
究
し
、又
は

®

爭
崇
拜
の
獨

.
逸
思
想
の
影
響
等
を
硏
究
す
る

A

利
益
甚
•た
 

多
炉
る
.ベ
し
と
雖
も

*
本
論
に
.於
て
は
此
等
に
觸
る

.
る
' 

こ
と
を
.避
け
主
と
し
て
掛
戰

.
S
E

際

に‘か 

て
の
事
實
の
硏
究
に
止
め
ん
と
欲
す

。

.
：

/

'

'

吾
人
は
細
目
の

^

實
硏
究
に
入
る
前
に

〗

於
て
、先

♦つ
獨
.
逸
.
が
露
怫
軍
備
の
不
完
全
な
る
、を
奇 

貨
と
し
て
、早
く
事
を
擧
げ
ん
と
欲
し
た
る
：の
形
跡
ぁ
る
^
一

 

言
甘
ざ
る
可
ら
ず
。
，抑
も
最
近 

に
於
け
る
歐
洲
國
際
關
係
緊
張
の
起
戚
は
千
九
西
十
三
年
の
春
獨
逸
が
新
に
三
筒
取
圓
增
說 

を
企
て
た
る
に

•
ぁ
ぅ
？
當
時
北
獨
逸
新
聞
の

「

大
規
模
の
軍
備
充
倉
と
稱
し
た
る
も
の
即
ぢ
‘是
 

れ
な
り

o

伯
林
の
怫
國

'
大
使
館
付
海

¥

武
.官
.
フ
ァ
ラ
モ
ン
が
千
九
茛
十
三
年
ご
ー
月
十
$
纟
付 

を
以
て
報
吿
せ
る
所
に
日
く
、

「

獨
逸
の
現
兵
員
は
七
十
ニ
萬
人
な
る
も
、千
九
西
十
四
年
十
月
一 

月
に
は
約
八
十
六
离
入
に
增
さ
る
ベ
し

」

i

a

ff
i
i
.し
て
此
擴
張
に
伴
ふ
經
費
は
臨
時
費
十
傭
埸 

克
に
達
し
經
常
费
增
加
年
额
一一〃億馬
克
を

' 

超
ゅ
ベ
し
と
な
卩
。
旦
臨
時
費
十
億
埸
克

' 

は
' 

富
.者 

に
.' 對
す
る
新
增
税
に
依
つへて，調
達
す
る
箬
な

b

し
が
、然
も
數
回
に
分
ぢ
て
■之
を
國
庫
に
納
入 

す
る
の
方
法
を
執
ら
ず
、千
九
百

+

四
年
七
月
一

.

日
迄
に
苺
全
額
を
納
め
し
め
ん
と
し
た

り

o

第
十

1

卷
ノ
 

C

七
§

論醜一欧洲
大戦の貴任

、
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四)

-

論

說

歐

洲

大

戦

の

貴

任

へ

 

：
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號
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七
四

ア
ラ
モ
ン
は
上
記
報
吿
嘗
电

.に，於
て
此
事
實
に
注
意
を

'呼
び
、左
の
如

{
言
へ
り
。

『

若
し
果
し
て
讅
新
聞
紙
の
報
す
る
が
如
く
千
九
莨
十
四
年
七
月

*
1日
以
前
に
完
納
せ
し
む 

る
冬
の
な

k:
と
せ

.ば
、吾
人
ば
之

ょ

P

怖
る
ベ
き
暗
示
を

#
ベ
.し

。

何
と
'な
れ
ば
®:
寒
當
局

«
の
侧
に
於
て
斯
く
も
念
ぎ
て
十

.億
の

‘流
動
軍
資
を
得
ん
と

.す
る

0 >
理
由
存
在
せ
ざ
れ
ば 

な

办
0』

獨
逸
箪
事
當
局
溝
は
果
し
て
千
九
苗
十
三
年
の
春
に
於
て
、

g

に
'翌
年
の
七
月
頃
を
期
し
て 

大
事
を
擧
ぐ
る
の
用
意
を
整
へ
ん
と
し
た
る
も
の
な
り
や

o

兎
に
角
に
其
の

「

怖
る
ベ
き
暗
蚕 

を
含
む
は

#

^
可
ら
ず
。
 

,

.

.獨
逸
は

.
5
爾
幹
戰
爭
の
影
響
を
以
て
陸
軍
擴
張
の
理
由
と
爲
し
た
り
。
然
れ
ど
も
之
が
爲 

に
直
接
の
威
迨
を
感
ず
る
も
の
は
言
ふ
迄
も
な
ぐ
露
怫
ニ
國
な

b

o

露
怫
同
盟
は
日

*

戰
®
 

以
來
歐
洲
に
於
け
る
其
威
力
の
大
失
墜
を
來
し
、其
結
果
怫
蘭
西
は
モ
ロ
ッ
コ
問
題
に
於
て
、又 

髂
西
蓝
は
巴
爾
幹
間
題

」

に
於
.て
へ
獨
逸

0
爲
に
苦
め
ら
ル
た
る
こ
と
一
苒
に
止
ま
ら
ず

0

今
若 

し
獨
逸
に
し
て

«

に
陸
堪

*

張
を
爲
さ
ん
に
は
、

»

#

た
る
も
の

S

々
危
險
を
.感
せ
ざ
る
を
得 

ざ
る
ベ

し

。

.

是
に
於
て
か
怫
蘭
西
は
千
九
西
十

H

年
八
月
三
年
兵
役
制
復
活
を
斷
行
し
た
り

O

又

S
西
亜
は
翌
千
九
茛
十
四

'年
三
月
約
五
十
萬
人
增
兵
の
案
を
立
：て，其
經
«
と
し
て
三
年
間 

に
五
億
留
支
出
の
讖
を
决
し
た
り
。
是
れ
要
す
る
に
獨
逸
の
陸
軍
擴
張
に
對
す
：る
對
.，抗策
な 

K
V
O而
し
て
此

0

¥
備
擴
張
競
爭
の
爲
に
國
際
風
雲
の

.不
；穩
を
迫
出
し
た
る
に
就
て
は
獨
逸 

最
も
其
貴
に
任
せ
ざ
る
を

#
ずo 

、

然
れ

.ど
も
獨
逸
人
は
自

a'
の
爲
せ
る
所
を
無
言
に

.
附
し
、唯
囂
々
と
し
て
露
怫
の
箪
備
搬
張 

を
.攻
擊
し
た
ち
。
就
中

.霉
國

.

.

CD
'
天
々
的
®
張
訐
劃
に
對
し
て
は
獨
逸
は
最
も
之
を
怖
る
る
と 

同
時

•
に
最
も
激
烈
に
之
を
攻
擊
し
た

b

o
千
九
西
十
四
年
三
月
ニ

 

B
rヶ

,

ニ
ッ
シ
エ
、ッ
ァ
ィ 

ッ
シ
グ

」

紙
の
揭
げ
し
露
都
贩
信
ば
、露
國
の
，大
搬
張
の
爲
に
危
機
の
迫
れ
る
を
說
き

*

國
の
-野 

心
の
怖
る
.'
、へ
き
を
論
じ
、以
て
獨
紙
對
露
一
齊
攻
擊

®

®
火
を
開
•け

K

V

O次
で
同
月
九

S
I

伯
林 

「

ダ
I

ゲ
ブ

.ラ
ッ
ト

&

揭
載
の
無
名
氏
の
諦
文
は
觅
に
激
烈
に
露

0-
を
攻
擊
し
、

『

敵
の
準
備
の
完 

成
す
る
を
待
つ
こ
と
な
く
、

*
ょ

り
次
擊
に
出
づ
る
戰
爭
は
、所
謂
永
久
の
苦
痛
を
免
れ
ん
が
爲 

‘rv
危
險
を
賭
し
て
斯
然
た
る
處
置
に
出
づ
る
と

.̂一

 

な
り

』

と
の
ビ
ス
マ

,

ク
0

言
を
引
き
、

『

敵 

を
し
て
戦
爭
開
始

©

爲
め
最
も
有
利
な
る
時
機
を

'選
擇
せ
し
め
、ざ
，る
を
要
す

』

と
て
、獨
逸
ょ
り 

攀
ん
で
斷
乎
た
る
處
歡
ト
執
る
ベ
、き
こ
と
を
主
張
せ

り

o
.

想
ふ

1-

露
佛
の

®

備
.0

張
に
し
て 
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大

戦
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號 

七六
 

完
成
せ
ん
か
、獨
逸
の

.搬
張
は

_

効
に
終
る
の
み
か
寧
ろ
更
に
-不
利
な
る
地
位
に
立
ら
に
至
ら 

ざ
る
可
ら
ず
。

即
ち
敵
の
備
未
だ
完
か
ら
ざ
る
に
乘
じ
て
早
く
事
を
擧
ぐ
'る
を
得
策
と
す
る 

所
以
な

b

o

さ
れ
ば
其
後
僅
に
三
箇
月
を
經
て
セ
'ラ

H

、ヴ
ォ
事
件
の
勤
發
す
る
や
、獨
逸
は
燠
と
共
に
天 

與
の
好
機
と
し
て
大
に
喜
び
た
る
が
如
し
。

ビ
ス
マ

,

ク
の
遺
訓
を
®
行
す
ベ
き
好
機
會
は 

正
に
到
來
し
た
る
な

b

o「

ダ
I

ゲ
ブ
ラ
ッ
ト

」

S

名
氏

9

所
諭
を

«

現
す
べ
き
好
機

#

は
芷
に 

围
^

し
た
る

な

>

9 

0

b̂

月
中
旬

.
*

.也
納
の

「

ミ
リ
ク
ー
リ
ッ
シ

.
H

ル
ン
.

ド
シ
ャ
■

ク」

は
今
ぞ
.戰
ふ 

べ
き
の
時
な
り
と
て
东
の
如
く
露
骨
に
喝
破
せ
り
？

『

時
期
は
猶
我
等
に
取
り
て
有
利
な

b

。
我
等
者
し
開
戰
を
决
せ
ず
ん
ば
、晚
く
も
ニ
三
年
內 

に
爲
さ
ざ
る
を
得
ざ
る
戰

#

は
«

に
不
刺
な
る
事
情
の
下
に
開
始
せ
ら
，る
る
な
ら
ん
。
今 

.

や
我
よ
レ
手
を
着

く

べ
き
場
合
に
在

b

o

露
西
®

は
用
意
し
居
ら
ず

o

精
神
的
要
素
は
我 

に
利
な

り

0

«

利
よ
ら
言
ふ
も
力
よ

' 

り
見
る
も
、共
に
我
に
利
な

P

O
 

•
我
等
は
何
時
か
は

#

 

闘
に
應
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
が
故
に

.

請
ふ

今
直
に
之
を
起
さ
し
ぬ
よ

0』

»

|
1?
|

|

^

け̂

|

|)

 

更
に
又
同

.
七
月
二
十

H

付
を
以
て
維
也
納
よ

.

り
佛
國
■外
務
省
に
送
ら
れ
た
る

一

報
吿
中
に

I

I

丨

左
の
如
き
句
あ

b
。

『

當

地

に
於
て

は
‘伯

^

に
於
け
，る

と
同
じ
く
、大
規
模
の
銜
突
即
ち
大
戦
亂
を

歡

迎

す
る

の

一
 

.
派

あ

.1
>

0

想

ふ
に

»

.西

3&
が
其
陸
軍

及
.鐵

道
の
大
改
善
を
完
了
す

る
に

先
ち
，又

0

0

西
'が
 

其
軍
事
組
織
を

修
補
す
る
：に

先
ち
ボ
く
事
を

擧
ぐ
る
を
要
す
と

は
、

其
.
.

の
翦
旨

と
す
る

所
な 

.

る
べ
し

U

 

,

然
ら
ば

即
ち
七
月
ニ
十
三
日

の
最
後
通
牒
に

依
つ

て、危
機
の

破
裂
を

激
，

成
し
た
る
所
以

® 

も
の
も
、亦
自
ら
明
な
る

.に
非
中
や
。

.

..

,

-

和 I 

'

呑
人
は
別
，
に
又
當
時
の
、英
佛
露

®
 

I

般
政
況
が
敵
を
し
て
好
機
乘
ず
べ
し
と
の
感
を
增
さ 

し
む
，る
も
の

Vあ

.
り
た
る
事

^

一

«

せ
ざ
る
可
ら
す

0

先
づ
怫
蘭
西
は
當
時
藏
相
カ
ィ
ョ
ー
夫 

人
の

「

フ
ィ
ガ
ロ

」

新
聞
主
筆
暗
殺
事
件

(

一

二

月
十
六
日

)

の
爲
に
政
界
紛
亂
を
極
め
居
た

b
o 

'
力.ィ
 

ョ
：
丨

：夫

：人

は

其

夹

の

政

敵

が

，盛

に

0

筆
を
振
ひ
私
事
を
摘
發
し
て
憚

.ら
ざ
る
を
憤
る
の
餘
り
，

 

此
の
暴

S

企
て
し
な
る

S

に
は

f

 

Q

事
情
の
纒

f

せ
る
あ

i

 

二 

9

ド

丫

フ

ス

事
 

件
と
も
稱

.せ
ら
れ
た
る
な
^
0!且
三
年
兵
役
制
辍
活
は
前
年
の
八
月
を
以
て
决
定
せ
ら
れ
れ 

，锻
十

一

卷

-

ハ七七

)

論

.說欺
溯
大
戦
奚
往
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七八

p
 

i

雖
も
、社會
黨
は

.

依
然
之
に
，反
對
し

‘
.

て
；紛

0

絕
へ
ず

0
 

f

此
社
會
黨
は
五
月
十
双
千
九 

西
十
四
年

)

に
確
定
せ
し
總
選
擧
に
於
て
六
十
七
.名
ょ

り
西
一
名
と

I

の
成
功
を

1 «

し
、國
防 

間
題
は
愈
々
政
界
の
大
階
礁
ふ
な
ら
ん

i

し
た

K

V

O

六
月

十
」

1|

日
を
以
て
組
織
さ
れ
し
グ
ィ 

:ク

ィ
ア
二
內
間
は

.

大
な
.

る
婼
境
ー
に
立

.

ち
、同
十
六

R

新
首
相
の

.

代
議
院
に
職
み
し
時
、社
會
黨

は 

『

三
年
制
を
倒
せ

』

と
絕
叫
し
た

b

。

1

方
に
於
て
元
老
院
：陸
軍
委
員
會
の
報
舍
委
員
た
る
シ
ヤ 

I

 

.
V

タ
A -

ベ
ー

,
は
、̂

月
十
三

- H

の
議
場
に
於
て
、國
防
諸
設
備

•

の
.

大
缺
陷
を
有
す
る
こ

i

を 

詳
細
に
摘
發
し
た
る
に
、陸
相

メ

ツ

、ゾ
：
ー
ー
も
斜
問
に
遭
ふ
て
遂
に
其
の
事
實
な
る
を
承
認
せ 

ざ
る
を
，得
ざ

b

き
9

次
.

で
七
月
十
六

B

の
怫
國
社
會
黨
臨
時
大
會
は
、ジ

m

丨
レ
ス
の
發
議
に 

栽
き
’

戦
#

を
不
可
能
な

-?
>
'
•じ
む
る

ゲ

爲
の
總
同

M

擺
X

,

を
議
決
し
た

b

-o

セ
ラ
ヱ
グ
ォ
事
件 

の
爲
に
風
雲
俄
に
急
と
な
り
、或
ほ
大
破
裂
を
見
る
に
至
ら
ん
と
せ
る
此
場
合
に
於
て
、#
國
政 

界
©

內
紛
は
實
に
此
の
如
く
な
り
し
な
り

'
。
加
ふ
る
に
大
統
領

◊
ホ
ア
ン
カ
レ
は
內
関
議
長

#

 

外
相
た
る
、ヴ
ィ
、グ
ィ
ア
一
一
：を
：隨
へ

•

で
七
，月
十
六
：日
露
國
訪
問
の
途
に
上
ぅ
、二
十

H

ク

P

ン

ス 

タ
ツ
ト
港
に
着
し
、以
：後
連
日
大
歡
迎
を

^

け
'
一 

十
三
ロ
午
後
十
時
漸
く
露
帝
に
街
別
し
て
纖 

を
解
け
り
？
如
ち
夫
の
埤
國
最
後
通
牒
の

«

也
納
に
於
て
作
成
せ
ら
れ

_

し

頃

に

は

、
_

佛

の

元

首
及
政
治
家
は
杯
を
揚
げ
て
：歡
樂
に
：醉
ふ
に
：餘
念
な
か
り
し
な

b

。

而
し
て
彼
等
分
袂
の
四 

時
：間

.
前
即
ち
一
一
十
三
日
午
後
六
時
を
以
て

0
爾
比
政
府

1
4
:
提
出
さ
れ
し
最
後

a

牒
の
急
報
が 

突
如
全
歐
を
驚
倒
せ
し
其
際

.
に
は
、。ホ
ァ
ン
力
レ
及
グ
ィ
ダ
ィ
ァ
二
等
は
バ

ダ

ト
海
の
.洋
心
に 

於
て
波

代
搖

ら
'
れ

つ
、

あ
9

た
る
な

K
V
O 
.

,
又
露
國
に
'於
て
は
此
七
月
中
旬
聖
彼

得
堡
雄
に
多
く
の
エ
寒
市
に
於
て
.大規
櫞
の
同
雜
擺 

エ

0
り
、同
ニ

十
一
一

n

露
都

に
於

け
.

る
約
十

H

萬
人
の
勞
働
者
の
騷

«

は
幾
多
の
負
傷
者
を
.す 

ら
出
し

.
た
り
。
此
等
勞

^

*

の
騷
掇
は
勞

«

派
領
釉
の

.
捕
縛
其
他
に
對
す
。る

一狁

議

を
意
味
し 

明
S

に
政
治
的
の
運
動
な
り
き

o 

又
露
怫
同
诹
の
祝
典
を
傷
く
る
の
趣
意
も
含
ま
れ
居
た
る 

如
し

？：.

又
.當
時
の

‘
英
國
は
ホ
ー
ム

、
,

彳

\

間
題
'
の
.
爲
に
；危
機

•

の，絕
頂
に
達
し
、或
は
內
亂
を
見 

る
の
恐
す

ら
無
か
り
し
へ
に

非
ず
？

而
し
て

七
月
ニ

十

一

へ

日

よ
b

王

.の

斡

旋

の
下
に
；
各

派
代
表 

潘
バ
ツ
キ

ン
ガ
ム
宫
ゼ
會

合
し
て

數
日

に

!:
ぅ
協
議
を
凝
必
し
た

>

9

0
 

ニ

十
三
日
最
後
通
牒 

の
提
出
前
：後
に
於
け
る
列
强
の
政
情
は
實
し
此
の
如
く
に
浪
亂

•

を
.

極
め
居
お
る
な

b

o

 

.

此
等
の
事
情

'

は
獨
燠
の
利
用
せ
し
.所
な
る
ベ

き
こ
と

敢
て
疑
を

.

容
れ
す

o

當
時
伯
林
駐
在 

の

佛
國
大
使
へ
ジ
' 

ユ
1

V

力
ム
ボ
ン
が
白
瓦
義

公
使
の：意

.
•見
と
し
で
報
告
し
た
る
所
左
の
如
し

o
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說
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貴任パ
 

雜
s

 

A

O

 

一
 

' 

.『

白
：耳
義
公
使
は
颇
：る
*
色
.ぁ
り
。

彼
れ

の
意
見
に
據
れ
ば
燠

_
:は
.露
英
が
_內
部

0
紛
锻

に
，

-

 

苦
め
る
の
事
情
、並
に
佛
蘭
西
の
軍
制
が
將
に
覆
へ
さ
れ
ん
と
せ
る
の
事
：實

.
を
利
用
せ
ん
：と

I 

欲
し
た
る
も

.

S
な
る
ベ

'

し
と
な
り
。
彼
は
又
伯
林
政
府
の
換
國
通
牒
を
與
か
り
知
ら
ざ
る

 ̂

- 

. 

• 

,

一■ 

:

 

.

.
が
如
く
に
裝
へ

■
る
.

を
信
用
せ
す

0

通
牒

.の
本
文
に
じ
ヤ
假
り
に
伯
.林
政
府
に
示
さ
れ
ざ
り 

て

.,-

し
.

と
す
る
も

*

の
提
出
の
時
期
は
三
國
協
商
が
混
亂
中
に
ぁ
る
を
驚
か
す
の

目
的
を

以
て 

一.

 

伯
林
政
府
と
協
議
の

上

選
定

せ
ら
れ
た
る
な
り
と
は
，目

公
使
の
寒

見
な

り
。』

•

白
耳
義
公
使
の
此
意
見
は
何
人

.
も
同
感
を
表
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
所
な
る
ぺ
し
。
要
す
る
に

->
*
*. 

.

.
 

獨
燠
.
は
露
怫
¥
備
の
不
完
全
を
幸

i

し
•又
英
儺
露

國
情
の
混
亂
を
好
機
と
し
、不
意
打
に
依
つ 

 ̂

て
寄
功
を
收
め
ん
と
欲
し
ね
る
な
り

0

猶
此
點
に
關
し
て
は
、獨
逸
參
謀
總
長
モ
ダ
ト
ヶ
將
軍

の
平
素
に
於
け
る
不
意
打
論
を
紹
介
す
る
を
有
翁
と
す
ベ

:L
0

セ

ラ

ヱ
ゲ
ォ
事
件
に
先
つ
こ 

.

と
一
年
、即
ち
千
九

II

十
三
年
五
月
六
日
福
秣
駐
在
の

#

國
大
.

使
ジ
ユ
ー
ベ
力
ム
ボ
ン
は
^
相 

.

ピ
シ
ョ

‘

，ン
に
送
れ
，る
文
書
中
に
於
て
、其
の

『

十
日
以
前

』

.ァ
ぐ
バ
二
ァ
間
題
に
就
て
國
際
關
係
緊 

L

 

‘

.

張
を
呈
せ
し
際
、獨
逸
は
密

-
に
動
員
準
備
た
る
所
謂

『

戰
爭
危
險

!̂
-

態』

を
布
吿
せ

.

し
こ
と
を
報
じ
、

r 

•

且『

參
課
本
部

0

.
0
見
は
不
惫
打
を
爲
す
に
在

 

>』

と
言
ひ
、獨
逸
人
會
合
の
席
上
に
て
モ

\

 

t

ダ 

，將
軍
.の
言
へ

る

意

見

と
し
て
左
の
如

/
S 
報
せ

K
v
o
t

『

モ
ル
ト
ヶ
將
寧
の
言

へ
る
：所
に

日く
 T

攻
擊
者
の
寶
任

に
關
す
る

陳
胬
論

は
敢
.て

頓
着
ォ
ざ 

る
を

0

すo

戰
#

愈
々
必
要
と
な
ら
ん
に
は
、自
己
に
有
利
な
る
機
會
を
補
へ
て
之
を
_
行

せ
ざ
る
可
ら
中

.0

唯
成
功
す
れ
ば
即
ち
之
を
正
當
と
な
ら
し
む
る
な

b

o

蜀
逸
次
露
西
亚

.

. 

. 

♦

.

:.

に
1

員
の
時
間
：を
與
ふ
る
能
は
ず
又
與
ふ
る
可
ら
ず

0

然
ら
ざ
れ
ば

'
獨
逸
，は
東
部
國
鐵
に 

兵
力
を
維

#

せ
ざ
‘
る
を
得
ざ
る

£
.
と

な

り
、其
結
果

#

蘭
西
に
對
す
る
方
®
に
於
て
劣
勢
な 

: 

.

ら
ざ
る
迄
も
猶
對
等
の
地
位
に
立
つ
に
至
る
べ
し
。
故
に

*

f

中
九
分
迄
戦
爭
と
な
ら
ん
と 

で 

.
十
.
る
場
合
に
：は
、我
等
は
直
に
起
つ
て
我
が
主
な
る
敵
の
機
先
を
制
し
、又
待
た
す
し
て
戰
を

- 

'•
■

'

'

'

i

始
め
以
て
一
切
の
抵
抗
を
粉
碎
せ
ざ
る
可
ら
す

』

と
0

.
是
.
れ
.
正
に
軍
人
社
‘會
に
行
は
る
る

>

t

M

な
り
:
°

又
政
治

.
社
會
.じ
行
は
る
る
意
見

も

E
に
此

の
如
し
.

云
々
。』

モ

,
ト

，

グ
將
軍
は
セ
ラ

H

グ
ォ
事
件
勃
發
の

.

.當
時
に
於
，て
も

-

獨
逸
參
謀

»

長
■た
り
し
な

此

•
 

k

に
：又

露

鹰

が

戦

爭

を

豫

期

せ
.
ざ
ぅ
し
一
,

證

と

し

て

當

時
.
に
..；於
け
-
る
*

國

外

交

官

の

：、
動

.
靜
 

r.附
.
記
す
..ベ
し
。

.當

時
‘«

塊
都
‘
の
.
露
國
國
大
俾
ス
ダ
：V

コ

は

、
塊

；匈

.國

外

相

.r

 

V
.

ヒ
'
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1
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八
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論

»
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)

欧洲大戦

S

悴 

'第m

 

八ニ
 

平
.和
的
證
言

に
意
.を
 

'安
ん
じ
、强
い

て
.燠
京
に
留
ま
る
の
、必

 

'要
.
.な
し
と
爲
し
七
月
ニ
十
一
日
休 

暇
を
取
り
て
旅
行
の
途
に
就
'け
り
。

實
.に

夫

の
最
後
通
牒
發
送
へ
の
ニ
日
前
な

V

又
怫
猶
ニ 

國

41
:

ti

:-の
露
國
大
使
も
當
時
同
じ
く
休
暇
を
取
，り
て
任
地
に
在
ら
ざ
り
き
。
且
塞
爾
比
首
府 

ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
に
於
て
は
、露
國
公
使
ハ
，
ト
ク
井
ヒ
の
頓
死
後
後

«

者
未
^
任
命
せ
ら
れ
ざ 

る
1

な
り
.
き
。

ベ
，
ダ
ラ
ー
ド
に

I

怫
國
公
使
，も
病
氣
の
爲
に
不
在
な

b

き
o

怫
國
首
相
兼 

外
相
の
、ヴ

.
ィ
、'ク
ィ
ァ

'

ユ
が
當
時
大
統
.領
と
其
に
露

®

訪
間
中
な

'̂し
は

te

に
上
ド
言
し
ナ

 

'る
 

が
如
し

0

露
西
驵
並
に
怫
蘭
西
が
戦
爭
を
豫
期
せ
ざ
り
し
は
，此
等
の
事
實
に
徵
す
る
も
明
な
，
 

る
べ
し

o
 

.

否
、獨
澳
は
露
國
に
戰
意
な
き
を
信
じ
て
却
つ
て
益
々

S

慢
な

る

態
度
に

出
で
た
る

も
の
の 

如
し
。
伯
林
駐
莊
の
英
國
大
使
ゴ
ッ
シ
ヱ
ン
が
七
月
一

r

十
八
日
附
を
以
て
外
相
.ダ
レ
ー
に
送 

れ
る

m
報

中
に
左
.の

一

節
あ
ち

:0
，

'

『

本
日
塊
國
大
使
は
予
に
語

A
て
日
く
、
®
國
は
戰

意

な
く
叉
戰
爭
を
爲
す

0
地
位
に
居
ら
ざ 

る
が
故
に
、

全
般
的

戦
爭
と
な
る
の
恐
は
最
も
之
な
き
が
如
し
と

o

'

予
想
ふ
に
此
意
見
は

伯 

.昧

に

於
て
多
く
の
人
の
懷
抱
す
る
所
な
り

』

。

’

又
羅
塬
駐
狂
の
英
"國
大
使
ロ

.
ッ
ド
も
七
月
ニ
.十
九
日
附
を
以
て
左
の
如
く
報
せ
り
。

., 

『

伊
：太
利
外
相
ナ
ン

:
ギ

ク
ジ
ァ
ノ
侯
は
獨
逸
を
し
て
露
西
跑
の
本
氣
な
る
を
信
せ
し
む
る
.

』

•
 

と
困
雛
な
る
が
如
し
と
言
べ
り

』

0

獨
換
は
露
を
以
て
如
何
な
る
場
合
に
も

_

戰
め
勇
氣
な
き

.も

の

と

見

溢

，
♦唯
威
嚇
に
依
つ 

.

.:

.

て
千
九
西

'%

年
.の
勝
利
：
'を
'«

返
し
得
べ
し
と
信
じ
た
る
や
不
：

1

や
は

1

大
疑

_

に
®

す
と
雖
も

- 

兎
に
角
獨
塊
が
露
を
以
て
與
し
易
し
と
爲
し
て
、大
膽
に
攻
勢
的
態
度
を
執
り
た
る
は
薇
ふ
可 

, 

‘

ざ
る
な
り

°

而
し
て
換
の
唯
獨
逸
の
後
援
を
恃
む
も
の
々
る
は
敢
て
言
を
待
だ
中

0

責
任 

は
總

5

s

l

¥

i

u

零

る

？

。

一-.
'

.

H

:
 

上
に
記
し
來
ら
た
る
所
は
ー
寧
ろ
ー
般
に
苴
り
て
の
序
文

-
的
叙
述
な
り
。

.吾
人
は
之
ょ

b

開

戦
間
際
に
於
け
る
細
目
の
时
題
に
移
り
、第
ー
に

*

のぃ危
'
機
破
裂
の
動

«

と
な
れ
る
.最
後
迹
牒 

3C

者
に
對
す
る
獨
逸
の
寶
任
を

.
硏
究
す
べ
し
。

 

,

,

維
也
納
政
府
の
寒
爾
比
.に
送
ぅ
し
七
月
一
一
十
三
日

の
最
後
殖
ま
が
 

'到
，底
全
部
の
承
諾
を

#

 

難
き
性
質
の
も

'0

な
6

し
は
今
妓
に
說

.
明
す
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の
製
な
か
る

ベ

レ
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欧
洲
太
戰
の
’褰
 

.

.
S
ま」

、
A
四 

_

0
舉
求
、は
實
に
幾
多

0
點
に
：於
て
，寒
爾
比
如
ま
權
緊

«
し
た
り

0

塞
爾

.比
に
.し
て
荀
も 

骑
立
：
.國
ミ
し
て

'
0
存
存

'を
if
f
念
：せ
：
ざ

る

限6
:は
、到
瑕
之
に
同

®
す
る

.を

.
#ざ
.り
.し
な

■ト
。
：舉 

m
燠
は

«
裂
を

.强
ゆ
る

.の
鐵

悟
：：

を
以
て
其
最
後
通
臃
を
作
り
し
な
り
？
怫
國
臨
時
外
相
ビ
ャ 

ン： 
'グ
_ H

チ
ユ
、マ
ダ
タ
ン
が
七

^
ーー
.十
四
日
附
に

.て，在
ル
代

'参
者
に
遂

.れ
る
回
搴
中
に

1
!く『

在 

塊
怫

.國
大
使
の
報
告
に
據
れ
ば
、武

if
M
は
磷
中
塞
爾
比
の
：屈
®
を
_恐
る
る
も
の
の
如
し

』

と
。
 

是
れ
正
に
事
實
な
る
ベ
し

-o
彼
等
は
實
に
塞
爾
比
の
同
意
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
希
蟹
せ
し
な

^
 ̂

而
し
て
燠
寒
銜
突
，

'は
一
轉
し
て
澳
露
，衝
突
.と
な

‘
b
、引
い
て
一
般
の
大
戦
を
誘
®
す
ベ
き
絕
大 

の
危
險
性
を
有
す
る
は
、智
者
を
俟
つ
て
後
に
知
る
ベ
き
に

#
中
。

膽
夫
れ
此
場
.合
に
於
て
の 

間
題
.は
»)
逸
の
典
最
後
通
牒
に
關
係
せ

'$
所
如
何
の
一
點
に
在
り
。

'

獨
逸
：外
務
省
は
屢
次
辯
明
し
て
日
く
、塊

の

最
，後

®
牒
は
獨

.逸
の

■與
か

'
:り知
る

.所
]:
#
す
、獨 

逸
は
唯

^
の
發
送
；後
に
於
て
通
知
を
受
け
た
る

^

h
y 

I
C
O

此
，最
後

®
雛
，
が

豫

め

伊

太

.利
政
府 

に
®
知
せ
ら
れ
ざ

る
に

就
て
は
外
交
文
書
の
所
々
に
確
證
ぁ

h

o
然
れ
ど
.も
獨
逸
の
無
關
係 

を
立

®
す
ベ
き
も
の
の
存
在
せ

.ざ
る
の
み
か
、寧
ろ
有
關
係
の
：

®
左
.少
な
か
：ら

'ざ
る
を

• 

I
I

む
。
 

0

一'、當
時

.の
ff
i
維

也
納
0

逸
大

使
チ

が
ス
キ

1

は
.熱
*
な
る
排
露
家
排

ス
ラ
グ
象
と
し
て
妇

ら

れ
、其
の

頻
り
に

塊
を
鼓
舞
激
勵
し
て
强
硬
な

る
態
'

度
を
執
ら
し
め
た
.る
は
明
確
な
る
事
實 

な
b

o
 

'而
し
て
彼
ば

if
t

後
®

)
it

の
作
狀
に
就
て
も

It

接
の
關
釋
を
，
-
*■

せ
し
が
如
し
。
«
«
京 

英
®

大
使
フ
ン

-L

-
ン
が
七

月ーーー

十
‘日
附
を
以
て

グ
レ
p

If
:

報
吿
せ
る

.中
：に

0.
‘

く
、

讓
だ
破
む
る
を
得
ざ
る
も
ギ
の
內
々
聞
く
所
に

.
嫩
れ
ば
獨
逸
大
使
は

燠

國
»

後
通
■
の
本 

文
を
.
發

M

0

前
-.

に
.
？

Ja

之
を
*

逸
皇
帝
に
電
報
し
た
り
と
な

P

O

獨
，逸
大
使
：が
該
®
牒 

の
全
部

(I
0

づ
て
®
書
を
爲
せ

る

は
、予

の

親

*b

く
同
大
使
ょ
り
知
り

#

た
-̂
.
所
な
h

y

^

o
 

露
國
外
相
サ

_
ヅ
ノ
フ
は
ニ
年
•後

の
中
九
西
十
六
年
六
月
下
旬
に
至
り
、莫
斯
料
ル
ス
コ
ヱ
ス 

.ロ
グ
ォ
紙
の

S
i

:

者
に
語
り
て

日
く
、

:

『

塞
爾
坩
に
對
ず
る
最

.

後
述
牒
は
著
名
な

,'
-.

る
«

逸
.

外
交
家

0

直
搂

0'

勢
：カ
の
下
に
作
ら
れ
た

舍

。(

益

觀

揚

想

.
■ ■
‘

是
れ
チ
ぐ
ス
キ
ー
を
猶
す
に
相
違
な
し

o

x

'
a;

ミ
ユ
へ
ン
怫
_
公
使
ァ

ソ

ゼ
が
、千
九
西
十 

四
.

年
七
.月

一

一
十
三

‘E
Z

附 
'に
て
.

報
吿
せ
る
中
に
日
く
、

R

ィ

H

ル
ン
首
雄
は
其
の
，認
知
せ

' 

る
»

_

®

) i

に
#

'

本
ロ
予
'

に

0
f
 

.て

0 

.く
、該
M

離
は

0 

爾
比
の

同
意

し
得
ベ
；き
文
句
を
以
て
作
ら
れ
た

る
も
.?a

在
の
形
勢
は

*

だ
®

大
な

b

と
II
I

心
 

第
屮

1

卷
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論
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說

‘

洲
大
戦
：の
I

,

:
 

辦
£

パ

：

八
六

 

は
る
と

』
。 

!

®

牒
發
送

の

其
日

に
於
て
、

パ
ィ

H

 

\

ン
首
相
の
此
の
如
き
言
を
爲
せ
る
は
、少
な
く
も
彼
が 

其
の
太
體
の

內
容
を

豫
め
知
り
居

た
る

こ
と
を

示
す
も
の
な

b

o

而
し
て

其
の
伯
林
政
府
を 

經
て
，來
れ
る
も

.

の
な
る
べ
き
は
推
察

1

餘
ぁ
り

。

•
 

,

且
獨
逸
政
府
は

七
月

ニ
+

.三n ：

午
後
六
時
を
以
て
塞
爾
比
臨
時
外
相

ラ

ザ
、パ
チ
ユ
ー
に
手 

交
せ
ら
れ
し
燠
國
最
後
通
牒
に
：

關
し

、直
に
同
ロ
附
回
章
に
：て
熱
心
な
る

辯

譴

を

，爲
し
、塽
の
.耍 

求
の
正
，當
な
る

•こ
と
、並

に
換

塞

紛

議

は

.一
ー
國
間
.の

•决
定
に
放
任
す
ベ
き

も
の
に
し

て
、『

他
國
の 

容

II
は
種
々

の
同
盟
關
係
の
故
を
以
て
不
测
の
結
果
を
生
せ
し

1]
\
ベ
き

t
こ
と

.を
聲
明
し
た

b
o 

斯
く
も
敏
速
に
且
手

M
は
.し
善
き
處
置
を
執
れ
る
は
即
ち
獨
逸
が
塊
の
通
.牒を
前
以
て
承
知 

し
，
既
に
十
分
の

用
意
を
爲
し

g
た
る
に

因
る
な
き
を
得
ん
や
。
二
十
四

H
:午
前

»

逸
の
辯
滕 

聲
明
が
燠

の
.

最
後

a
牒
報
吿

と

殆
.，ど

前
後

し
て

列
强
敗
府

に
致
さ
れ
た

る
は
、人
を
し
て

少
な 

炉
ら
ず

蹲
異

の
感
を

起
さ
し
め
た

る
な
b

o

七
月

二
十
四

P

在
伯
林
の
佛

掘

大
使

力

ボ
ム
ン 

は

獨
逸
外
相

ヤ

ゴ
ー
と
會

談
の
際
、
外
相
が
事
後
に
於
て
埃
よ

b
通
知

を
受
け
た
ハ
る
に

0

ざ
ず 

と
爾
獬
せ

4
に
對
し
、皮
肉
な
る
批
評
を
加
へ
て
日
く
，

『

伯
林
政

#

に
し
て
果
し
て
眞
に
埃
の
嬰
求
を
其
の
''
へ
火
ダ
ラ
ー
ド
に
通
吿
せ
ら
る
る
以
前 

に
人
土
然
知
る
こ
と
な
か

V

し
，と
せ
ば
其
の
關
知
ぜ
ざ
り
し
要
求
を
斯
く
も
.辯
譴
せ
ん
と
す 

る
は
甚
だ
奇
な
ぅ
と
謂
は
ざ

'

る

可
ら
す
す

3

蚀
|

时
|

|

3

■

:

カ
ム

ボ
ン
の
此
言
に
對
し
て
は
、

ャ

ゴ
ー

た
る
も
の
冷
汗
背
を
濕
す
の
感
な
き
を

#

ざ
り
し 

な
ら

ん
。

加
.
之
、
實
は
獨
逸
政
府
の
自
ら
發
表
せ
る
外
交
文
書
中
に
於
て
其

0
:塽
の
意
見
に

® 

成
し
て
自
曲
行
動
を
執
ら
し

め
^

る
こ
と
を
承
認
せ
る
な
り
？
開
.戦
後
直
に

獨
逸

の
發
表
せ 

る
經
過
說
•明

書
中
に
は

.

先
づ
露
燠
.塞
關
係
を
‘

說
.

き
た
る

.

後
左
の

如
く
言V

 

K
V
O 

『

此
■
等
の
事
情
の
下
に
於

T

坱
と
し
て
は
其
國
墚
を

_

え
て
®
る
此
運
動
を
茫
然
と
し
て
傍 

觀
す
る
の
、同
王
國
の
威
嚴
並
に
自
存
心
と
相
容
れ
ざ
る
，

こ
と
を

0
め
.
ざ
る

を

得
ざ

P
きo

 

. 

之
を
以
て
坱
匈
國
政
府
は
此
見
解
を

®

逸
に

吿
げ

我

'
等

の

意
-

a

を
求
め
た

b

o

我
等
は
我

V

赤
心
を
傾
け
て
時
周
に
對
す
る
我
同

’

盟
國
の

.
所
見
に
賛
桐
し
、且
：

.
澳
.匈
國
の
保
全
を
寄
せ
ん 

と
す
る
寒
爾
比
の
運
動
を
止
む
る
に
必
要
な
り

•

と
思
は
る
る

一

切

0 *
行
動
が
獨
逸
の
承
認 

を
受
く
べ
き
こ
と
を
：保
證
し
た

b

o』

次
に
又

.

燠
が
ス
ラ
ゲ
派
の
腿
迫
の
下
に
勢
カ
を
失
ふ
は
直
に
觸

^

の
不
利
と
な
る
.次
第
を 

第
十
一
卷
.

(

八
七
：> 

論

說
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欧
洲
大
戦
め
貴
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'

0
,
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八
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■ 

笫
，
.

1

號

.

八
'八 

述
べ
、而
し
て

.

日
く
、 

,

『

故
^

我
等
は
塞
爾
比
に

.
對
し
て
の
完
全
な
る
自
曲
行
動
を
塽
に
許
し
介
办

0

但
し
興
行
動 

の
準
備
に
は
參
加
せ
ざ

 

'

き』

と
。

.

『

準
備
に
は
參
加
せ
ざ

b
き』

と
言
上
も

_
.に『

赤
心
：を

傾

け
.て
賛
：同
し
、

』

又『
一

.切
の
行
動
が

0

 

逸
の
承
認
を
受

 

< ベ
き

こ

と

を
保

®
と

、又『

完
全
な
：る
自
由
行
動
を
.許
，し』

.た

石

以

上

は*
の
 

行
動
に
對
し
て
獨
逸
が
全
責
任
を
負
は
ざ
る
を
得
ざ
る
は
明
な

.る
に

#
す
や
。
最
後
通
牒
の 

本
‘文
を
發
送
前
に
見
た
る
と
否
と
の
：如
き
は
最
皁
枝
葉
の

間

題
に
過
ぎ
ざ
る
な

b

o

澳
の
對 

寒
行
動
に
就
て
責
任
を
.廻
避
す
る
に
努
め

V

獨
逸
政
府
好
、其
の
自
ら
發
表
せ
る
文
書
中
に
於 

て
，
責
任
の
極
め
て
大
な
る

.を
證
明
せ
る
は
、甚
だ
馉
稽
な
り
と
謂
は
ざ
る
を
得
ず

o

'

1
ゥ
'セルは典普

 ̂Diplomacy 

o
f ̂ 
1
0
^
vs
s
I:
.

於
て
日
く
、
獨
逸
政
府
が
豫
め
植
牒
の
撖
知

4>
受
け
ざ
り
し
と
言
ノ 

へ
ゐ
は
辦
K
か
語
ろ
も
の
な
ら
ん
。.似
1
豫
め
謀
り
ズ
斯
く
關
知
せ
ざ
る
の
形
と
爲

1
?:
ゐ
も
の
な
る
べ
し
と
。
同
畨
五
莨
ニ
十
嵐

/
-

四

次
に
吾
人
の

硏

究
せ
ん
と

欲

す
る

は
動
員
の
責
任
に
關
す
る

間
題
な
り
。
獨
逸
は
爾
西
亜 

を
以
て
輕
卒
に
®
員
を
行
ふ
て
形
勢
の
切
迫
を
激
成

し
、之
が
：爲
に
平
和
的
解
决
の
望
絕
ゆ

る 

に
.

至
'̂

し
め
た

b

と
主
張
せ

.
る
な
b

o
 

' 

:に
歸
し
、翌
ニ 

»
西 

ゐ
る
場
合
に 

し
が
、愈

々
燠

の

動

.員

は
，
キ

澳
匈
國
方
而 

を
思
ふ
時
は

抑
も
燠
寒
ニ
國

0
外
交

.は
七
月
二
十
五

I:
!
午
後
五
時
四
十
五
分
を
以
て
斷
絕 

十
六HI

塽
は
十
部
®2

•貝
を
行
ひ
.、.次
で
二
十
八
"
正
午
寒
爾
比
に
對
し
て
宣
戦
し 

亜
は
旣
に
ニ
十
五

.
H
:御前
會
議
を
開
き
塽
國
劳
し
_
«
此
に
對
し
て
兵
力
を
用 

は
、外
相
■の
意

見
を
徵

し

た
る
上
^

て

一
部

®
員
を
行
ふ
の
內
議
を
决
し
居
た

b

 

塞
開

®
と
な

b
た
名
を
以

，

V

 
ニ
十
九
日
午
後
一
部
動
員

.を
决

.行
し
た
り
。
此
時 

H

フ
.
、
ォ
 

'デ

ツ

ナ'
モ
ス
コ
ク
、及
カ
ザ

ン
の

四
軍
區
十

.H

箇
軍
園
を
含
み
、主
と
し
て 

に
對
す
る
も
の
な

^

0
塞
爾
丼
の
運
命
は
露
國

-0
死
活
的
利
害
の
係
.る
所
な
る 

此
ー
.
部
動
員
の
茧
：當
な
.る
を
認
め
ぎ
る
可
ら

^
:°

■
且
此

ニ
十
九
日
獅
逸
の
突
如
と
し
て
露
側
に
典
べ
し
重
太
な
る
威
嚇

.が
此

I 

行
を
促
し
た
る
は
颇
る
：注
目
す
べ
き
事
實
た

b

o

_

逸
は
何
の

®

ふ
所

あ
b

て
 

政
府
に
向
ひ
て

『

»

國
«

;-
L

其
の
軍
事
準
備
を
中

it
:

せ
ざ
る
に
於
て
は
獨
逸
は
動
員
を
命
ず
ベ 

し』

と
聲
明
し
、非
常

.に
，露
國
當
局
者
を
驚
愕
せ
し
め
た
る
な
b

o
而
し

v

«
國
は
之

.が
爲

/に
.形 

勢
の

容

易
な
ら
ざ

る
を

思
么

.て
，急
にI :

部
動
員
を
决
行
す
る
に
至
り
し
な

K

V

O

在

露
京
佛
國 

大
.使

.パ

レ

ォ

ロ

ー

グ
が
七
月
 
ー
ー
+

九
日
附
.を
以
て

報

#
せ
る
所
发
の
如
し

o 

.

$
1
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歐
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大
戦
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货
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第
i

九
0

『

獨
逸
大
使
は
サ
ゾ
ノ
ス
氏
を
訪

間
し
.

て
、露
國
若
し
其
の

®,
事
準
備
身
中
止
せ
ざ
る
に
於
て 

は
、
獨
逸
陸
軍
は
動
‘員
命
令
を
與
'

へ
ら
.

る
.ベ
し
と

吿
げ

た
h

,

o

之
に

對
し
サ

ゾ
ィ
フ
氏
は
露 

國
の
準
備
が

' 
一
は

塊
：の
態
度
の
飽
迄
も
.

非
融
和
的
な
る
事

(5

画心
.

1

2嫌

に
基
き
、

一

は

又 

澳
が
旣
に
八
軍

11

を
、動
員
し
た
る
、に
因
る
事
を
答
へ
た
り

0

獨
使
ブ
，
タ
レ

ス
：
伯
が
右
の

聲

明
を

爲
せ
る
際

'の
態
度
に
顧
み
^
露
國
政
府
は
今
晚
對 

澳
行
動
の
使
命
を
有
す
る
十
三
箇

®
圓
の
動
員
を
命
ず
る
に
抉
し
た
：

b
°o 

同
ー
間
題
に
付
同
ニ
十
九
日
露

0
外
相
が
在
佛
大
使
に
電
致
せ
し
所
左
の
如
し

0 

『

本
日
獨
逸
大
使
は
予
に

向
ひ
、
露
國
若

し
其

の
軍
事
準

#
を
.

中
止

.せ

.ざ
る
に
於
て
は
獨
逸
は 

動
員
す
る
の
决
心
な
る
こ
と
を
通
吿
し
た
り
。
我

'處
置
は
唯
塊
が
旣
：に
動
員
を
行
ひ
且
塞 

爾
比
と
の
紛
議
の
平
和
的
解
决
に
關
す
る

一

切
の
提
議
に
同
意
す
る
の
色
な
き
に
因
办
爲 

さ
れ
た
る
も
の
な

b

o
我
等
は
獨
逸
の
希
望
に
應
ず
る
能
は

.

>

 

る
が
故
に
速
に
我
-準
備
を 

整
へ
萬
一
の
戰
爭
の
場
合
に
處
す
る
の
法
を
講
ず
る
の
外
ぁ
る
な
し
。
請
ふ
之
を
佛
國
政 

府
に
吿

け
よ

云
々

，
I
O

看
よ
、
獨
逸
の
橫
合
よ
り
の
威
嚇
は
俄
に
形
勢
.の
險
惡
を
增

さ

し

め

た

る
.

な

K

y

.

o獨
逸
が

廿

九
日
を
以
て

.

露
-

國
に
與
へ
し
要
：求

〔

は
回
答
期
限
を
こ
：

‘

附
-

せ
ざ
れ
，正

「

に
每
れ
：一
個
の
最
後
通

. 

牒
と
見
敌
す
ベ
き
も
の

化
り

。

露
燠
關
係
猶
多
少
の

餘

地
を
.

存
す
る
其
際
に
於
て

.
■
.

遊
.が
突 

他
と
し
て
傍
ょ
り
蹓

b

■出
.

で
て
喧

«

を
質
ひ
軍
事
準
備

.

の
‘
ri
-

*
Jk

を
.

露
fi

に
要
求
し
た
る
は
眞 

し
て
何
れ
に
在

り
や
。
■

吾
人
の
最
も
了
解
す
る
.を

#

ざ
る
所
な
り

0

獨
逸
ホ

ッ
ッ

タ
ム 

に
於
て
は
、ぬ
二
十
九
日
午
後
の
御
前
會
曝
に
於
て
大
事
决
せ
ら
れ
た
る
も
の
の
如
し
。
宰
相 

ベ
ー
ト
マ
ン
、ホ

,

ク
ヱ
ヒ
が
英
大
使
ゴ
ッ
シ
ヱ
ン
に
向
丨
ひ
：，開戰
準
備
と
し
て
.の
中
立
の
交
渉 

を
始
め
.

た
る
.は

正
に

此
ニ
十
九

H
2

の
夜
な

b
し
な
0

0

.

獨
逸
：或
は
，右
の
對
露
要
求
を
爲
す
際 

に
^
て、
©6
に
^
る
、ベき
大

.企
割
を

.有
せ
し
な
ら
ん
。
侣
し
獨
逸
は
盟
三
卄
ロ
に
$
り
て
多
少 

態
度
を
改
め
前

H
の
戰
備
中

.止
の
要
求
を
固
執
せ
す
し
て

『

如
何
な
る
條
件
に
於
て
動
員
中
止 

に
.同
意
す
ベ
き
や

』

を
間
へ

K
V
O此
態
度

‘ |

變
は
前
夜
の
宰
相
及
英
大
使

.
#見
の
不
首
尾
な

>
9 

し
に
基
く
も

.の
な
ら
ん
か

.0
兎
に
釣
此
點
は
將
來
の
硏
究
に
俟
つ
、べ
き
一
大
疑
贱

s 

b

o猶 

xs
使
ブ
，
タ
レ
ス
の
右
の
新
交
涉
に
對
し
て
は
、ナ
ゾ
ゾ
フ
は
左

©
案
を
以
て
答
へ
た

K
V
O 

i

し
塽
國
に
於
て
換
塞
問
題
が
歐
洲
間
題
の
性
質
を
取

K
7
.たる

.こ
と
を
認
め
て
.、寒
爾
比
の 

主
權
を

*
す
諸
點
を

.其
の
最
後
通
牒
中
ょ

b
.除
く

の

意

，あ
，
■る
.こ
と
を
章
言
す
る
に
於
て
は 

笫

十

一

猞c

九】)

.

-

欧
洲
天
戰
の
.
貴
任
一

 

等
i

.

九
“



第十一
卷

C

九
5

黐
：
說

I

翁

I
任

. 

雜
.i
 
.

九
ニ

露
啤
亜
は
乘

.事
$

«
の
中
北
を
實
行
す
ベ
し

』

謂

|
_鞍十)

.

へ

_

露
國
外
相
の

.此
，0
提
案
，が
何
等
の
効
架
な
C
し
て
終

b
•■た

る
次
第
は
、後
に
說
明
す

.べ
し

.0

扨
て
九
月
二
十
九

a
の
露
國
.の一

.部

.動
員
は
，右
の
如
き
事
情
'の
，下
に
.於
そ

行

.は

れ

た

り

し 

が
次
に
總
動
員
决
行
前
後

0
事
情
は
如
何

0
動
員
間

.題
に
於
て
最
も
爭
點
と
な
れ
る
は
*
坱 

孰
.れ
か
先
づ
總
動
員
を
行
ひ
た
，

y
や
の

.疑
間
な
り
と
す

a

獨
.逸
：侧
に
於
て
は
露
國
先
づ
輕
卒 

に
®
員
'を
行

j 
_
て

危

局

收

拾

し

雛

.
き

■.に
至

■ら
し
め
た

b
と
主
張
す
る

 ̂
h
y
o
然
.れ
ど

.

.
も

外
交 

文
書
の
提

.供
4
る
證
據
は
明
に
塽
國
總
動
員
‘の
先
き
に
行
は
れ
た
る
こ
と
を
示
せ

b
o 

.
花
塽
京
怫
國
大
使
デ
ユ
メ

.

1

ヌ

の
七
月
三
，十
 

一
H
附

報

吿

に

日

く

、

『

澳
匈
國
政
府
は
今
朝
早
き
時
間
に
於
て
十
九
歲
以
下
四
十
ニ
歲
以
上
の
劣
子
に
對
す
る
總

動
員
令
を
發
じ
た
ち』

：と
。 

! 

•

,

.

.

 

.

.

..
 

.
 

.

如
.ち
塊
匈
國
の
.總
戰
員
は
三
十i 

W 

0早
朝
に
行
は
れ
た
る
な

b

o
而
し
.て
露
國
は
此
報 

に
接

.し
た
る
後
同

.日
正
午
頃
に
總
磡
員

.を
命
じ
た

h
o.
其
由
莊
猶
京
怫
大
使
パ
レ
ォ
口

 

I
グ
 

0.
報
吿
：せ
る
所
左

'の
如
し

。
' 

. 

*

『

塊
.國
.の
t

f
員
に

.顧
み
又

"獨
逸
が

.最
近
六

•
.以
來
秘
密
に
然
も
繼
鑛
的

.{'
:
行
へ
る
動
，員
處

S
に
顧
み
、齡
國
軍
歐
の
總

’
動
員
は
、
.命
せ
ら
れ
た
り
。

露
：國
は
此
，上
に
'.も
他
國
に
先
ん
せ
ら 

«
る
る
に
放
雍
せ
ん

.C
と
は
、：

^
常
な
る

，

爲
險
に
陷
ら
，ざ
' る
を

.得
ざ
る
な

b
-
o實
際

■に
.於
て
露 

國
は

«

«
逸

0
,爲
せ
る
平
事
處
置

.に
靡
す

’る
の
處
：

®
を
取
れ
る
に

«
ぎ
+
t
oし第
國
は

0
0 

が
武
：装
し
つ
つ
'あ
る
こ
と
を
知
り

®
大
な
る
策
戦
上

'の
理

*
ょ
り
し
て
、其
の
'!部
動
員
を 

改
め

t
總
動
員
と
爲
す
こ
：と
を
.此
.上
遞
延
す
る
能
は
ざ

K
Vし
な 

「

：

八
月
''

I 

P英
露
兩
帝
の
：問
に
親

®
廣
換
行

.は
れ
し
が

^

際
の
露
帝
の

®
文
中
に
，
員
前
後 

の
事
情
に
就
て
左
の
ぬ
く

#
ベ
り

'0 

『

奉
爾
比
に
對
す

‘る
換
の

.宣
戦
は
予
を
し
て
一
：

部
動
員
を
爲
さ
ざ
る
を

#
ざ
ら
し
め

'

り̂
。
 

•獨
逸
は

0
西

2£
ょ
.
K
7も敏

.速
に

0
員
し

.得
る
が

' 故
に
と

て
、予
の
，
軍
事' 助
.言
0
は
鰌
励
員
の

. 

•必
要
を
力
說
し
た
：る
も

.予
は
先
づ

■

一
 

部g

員
に
止
め
し
め
た
る
な

り
0
次
で
.澳
は
總
磡
員 

を
爲
し
.、
v 

\

ダ
ラ
J
ド

を

砲

鶴

し

、、ガf
シ
ァ

_に
兵

.を
集
中
し
、且
獅
縣
も
秘
密

'に
：哪
備
を
爲 

• 

，
す
に
至

b
次
る
を
以
て
予
は

0
に
總
動
員
を

.命
じ
作
り
。

.之
を

爲

す

，：の
4£
.當
な

り
し
寧
は 

: 

.
'獨逸
の
，突
然
の
宣
戦
：に
依
つ
て
證
明
せ
ら
れ
た
り
云
々

』

。

•:
在
露
京
タ
ィ

'
ム
ス
通
信
員
の

3

十 

一
U

附
を
以
て
.報
皆
る
•.所
に
は
政
府
は
昨
夜
魄
く
總
動

•
 

論 

歐
洲
大
戦
の
：貴
任 

5

i
 

:
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，
'第
屮
.

一
卷

(

九
四y

論

說

：

欧
洲
大
戦
の
.貴
任
. 

：

第
一
號 

九
四

員
：に
决
し

た
と
と
ぁ
办
。
:

獨
逸
派
は
之
を
以
て
露
國
が
三
十
日
..の
夜
巾
に
總
動
員
を
爲
し
た 

る
1

據

と

爲
さ
ん

と
欲
す
.

ベ
き
も
、

『

總
動
員

に
决
し

』

た
る
は
總
動
員
令
の
發
布
と
同
一
に
非
ず 

且
獨
逸
の
發
表
せ
る
文
書
中
に
露
國
總
動
員
令

®

•

七
月
三
十

'
.

I

 

H

午
後
發
布
せ
ち
れ
た
る
こ 

と
を
明
記

.

せ
る
を
見
る
。
即
ち
同
文
書
中
に
は
、三

.

.十

J

 

H

牛
後
ニ
時
附
に
て
獨
帝
ょ
り
'露
帝 

に
送
り
し
親
電
を
擧
げ
た
る
後
記
し
て
日
く

" 

へ
.

『

此
電
信
が
其

.宛
所
に
到
着
せ
し
前
に
、明
白

.に
獨

m
に
敵
對
す

る
の

目
的
を
以
て
爲
さ
れ
且 

七
月
三

.十
一

日

の

午

後

'の

間

に

命

令

せ
れ

ら

^
る
全

露

軍

.の

動

員

は正
に

銳

意

行

は
れ
つ 

つ
' ぁ
^
'た
b』

o

又

上

記
獨
帝
の
親
電
中
に
は
露
國

0*

戰
備
を
非
難
し
、『

信
^

.

ベ
き
報
道
に
據
れ
ば
、ぼ
國
は
今 

や
我
東
部
國
境
に
於
て
大
に
戰
備
女
爲
せ
る

^

な
り

』

と
言
ひ
、結
局
戰
備
の
中

|1

:
を
勸
吿
せ
る 

も
總
動
員
に
は
全
然
言
及
せ
ず

o
 

,

«
し
露
國
に
し
て
塊
に
先
ち
て
三
十
日
の
灤

^

に
辘

1&
員 

を
爲
し
た
る
も
の
，な

b

と
せ
ば
、三

十

一

日
の
午
後
一
ご
時
に
獨
帝
の
之
：れ
を
知
ら
ざ
る
箸
な
き 

な
K

V

O

耍
す
る
に
塽
が
三
十

 

一
n

M

卑
朝
總
動
員
を
爲
し
た

.
る
後
に
露
の
總

»

員
發
令
と
爲

h

. 

た
る
を
以
て
事
實
と

0

め
ざ
‘る
可
ら

t

而
し
て
此
の
間
獅
逸
が
秘
密
の
中
に
汲
々
と
し
て

，

戰
備
を
進
め
た
る
其
の
不
穩

0

M
度
が
，露
國
政
府
に
至
大
の
刺
戟
を
與
へ
た
る
は
前
記
怫

S1 

大
.使
及
び
露

.帝
の
ニ
霉
に
徵
し
て
明
白
な
り

0 

二
十
九
日
の
獨
逸
の
威
嚇
が
露
國
の

一

部
動 

員
决
行
に
大
關
係
を
有
し
た
■ると

同
じ
く
、三
十

一

日.に
至

b

て
の
露
國
總
動
員
も
亦
獨
逸
の 

.
『

不
意
打』

の
準
備
に
.刺
戟
せ
ら
れ
し
こ
と
甚
だ
大
な
る
な
り
。
露
國
の
總
動
梟
は
塽
國
の
•旣
に 

先
づ
其
令
を
發
し
、獨
逸
亦

.威
嚇
を
加
へ
て
.已
ま
ざ
る
の
致
す
所
に
し
て
决
し
て
之
を
責
む
る 

能
は
す
？

.

.

.S

'

-
 

.

.

.

.

.

.

/

郇
之
、兹
に
最
も
注
目
す
べ
き

.奇
な
る
事
實
は
獨
逸
が
頻

b
に
露
國
の
動
員
を
非
難
し
て
、之

を
喧
嘩
の
ロ
實
と
爲
す
に
努

.

.め：た
る
に
反
し
、第
，

}
の
關
係

^
た
る
燠
國
自
身
は
、却
て
®
國
の

動
員
を
成
る
ベ
，く
惡
意
に
解
す
る
こ
と
を
避
け
、以
て
商

*
の
餘
地
を
作
ら
ん
と
し
た
り
。.
獨

,
,
 

.澳
ニ
國
の
態
度
の
異
な
る
所
は
此
點
に

'於
て
最
も
明
白
に
現
れ
居
る
を
見
る
。
而
し
て
獨
逸

&

此
大
戰
の
眞
の
責
任
潘
な
る
所
以
は
自
ら
其
間
に

.證
明
さ
れ
來
る
な
り
？

'在

0

京
細

‘逸
大
使
プ
，タ
レ

ス

が
、七
月
一
一
十
九
：

S

 

.露
，國
、
一
部
動
員
决
，行

以

前

に

於

て

睐

に

<: 

'軍
•事
準
備
，の
中
止
，を
要
汆
し
、露
國
之
を
容
れ
ざ
.る
時
は
獨
逸
、は
動
、員
：を
行
ふ
.べ
し
と
威
嚇
し

.

•

第
十一

■
卷
ハ
九
五

)

.

論

_
說

，；

欧
洲
大
戦
の
：
貴
任

 

，

' 

第
.
i

-

.

九
：五

• 
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• 
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.



第
十1

餘

c

九
六)

諦
説
欧
洲
大
戦
の
赍
伍
' 

笫
1
赇 

$
ハ

た
‘
.

名
こ
と
上
に
記
し
た
る
が
如
し
。

)

當
時

*

は
求
だ

'

簿
國

0
:

寒
事
取
備
に
對
し
て

.

何
1

の
'抗 

識
を
中
込
ま
ざ

‘

る
に

.

、獨
逸
の
紙
に
早
く
名
最
後

®

牒

i

も
見
ゆ

.

ベ.

き
大
抗
繼
努
爲
せ
る

§

 

に
驚

く

ベ
き
事
實
た
り

O

次
に
三
十

R

午
前

.j .

時
附
を

.

以
て

‘

獨
逸
.皇

帝

の

露

帝

に

送

れ

る

親 

m

に
は

»

國
の
對
燠

一
:

部
動
員

f

明
白

.

に
攻
擊
せ

>

9

0
左
の
如
し
。

『

塊
匈

•國
は
唯
塞
爾
比
；に
對
し
て
其
取
隊
の
一
部
の
み
を
動
員
し
な
る
に

0
ぎ
ず
。
恭
し
露 

.

.西
25
に
し
て
果
し
て
燠
匈
國
に
對
し
て
動
員
せ
ん
に

.は：、陛下

.の
予
に
依

'鶴
甘
る
調
停
#
の
 

任
務

‘
;«
不
可

' 能
i
な
ら
ざ
る
迄
も
甚
だ
脅
さ
る

ベ

し
。
'め

«
の
全

' 责
任
は
今
や
雄
下
の
双 

肩
に
在
り
。
陛
下
は
和
戰
の
實
任
を
，負
は
ざ
る

.可
ら

t』

o

泚
親
電
は

露
國
が
'ニ
十
九
日
中
に

行

へ

る
一
部
動
員
の
豫
報
に
接
し
た
る
際
に
發
せ
ら
れ 

た
る
も
の

.

な
る

Y

し
。
兎
に
角

澳
の
爲
せ
る
所
は
唯
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